
　同日に、具志川農村環境改善センターにおいて「久米島町人口
ビジョン」及び「久米島町まち・ひと・しごと創生総合戦略」の策
定を受けて、地方創生の機運の醸成を図ることを目的に地方創生
セミナー「わが町の挑戦」が開催されました。
　第1部は石破茂内閣府地方創生大臣の基調講演があり、視察の
感想を交えながら日本全体の人口ビジョンや地方が抱える課題、
解決事例についてわかりやすく講話いただきました。特に久米島
町における地方創生の主要事業の一つ「久米島モデル」に取り組む
企業の皆さんの話を島尻大臣とともに見聞して、日本国のため、
沖縄県のため、そして次の時代のためにも久米島の取り組みにつ
いては国として最大限の支援をしますと述べられました。

　また、第2部では町企画財政課の担当者から久米島町の抱える課題及び
解決に向けた取り組みを「久米島町まち・ひと・しごと創生総合戦略」とし
て説明を行いました。つづいて、地方創生の取り組みの１つである「久米島
モデル」の中から久米島全体の電力を海洋エネルギーで賄えるか、その可能
性について、佐賀大学の池上康之教授による「海洋エネルギーが切り拓く島
の未来」と題した講話がありました。
　セミナーには地方創生に関心のある多くの町民の皆様にご参加いただき
ました。

　５月１日、石破茂内閣府地方創生大臣と島尻あい子内閣府特命担当大臣が久米島を訪れました。
　沖縄県海洋深層水研究所では海洋深層水施設の現況及び「エネルギー・水・食糧」の自給率向上により持続した
社会の構築を目指す「久米島モデル」の説明を受け、その後に隣接する海洋温度差発電実証設備(OTEC)を視察し
ました。その日の両大臣の視察によりOTEC見学者は約3年間で5000人の大台に達しました。(写真：来場者
5000人達成記念パネルを持つ両大臣)
　また、両大臣は研究所周辺の企業（㈱ポイントピュールの化粧品製造現場、久米島海洋深層水開発株式会社の
海ぶどう養殖施設、㈱ジーオー・ファームの牡蠣陸上養殖研究施設）を精力的に視察しました。
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島留学生の紹介
2016久米島マラソン申込開始
石破茂内閣府地方創生大臣、島尻あい子内閣府特命担当大臣の久米島視察
まち・ひと・しごと 地方創生セミナー「わが町の挑戦」
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平成28年4月末現在平成28年4月末現在

人 口 の 推 移

男 4,310人（+13）4,310人（+13）

女 3,851人（+27） 3,851人（+27） 

計 8,161人（+40）8,161人（+40）

3,996世帯3,996世帯

（　）の数字は、前月との比較数（　）の数字は、前月との比較数
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久米島町消防フェア

　　　　　　　放水体験！！

久米島町消防フェア

　　　　　　　放水体験！！

【まち・ひと・しごと　地方創生セミナー「わが町の挑戦」 
　～小さな離島久米島からの大きな挑戦が今始まります～】が開催されました

【まち・ひと・しごと　地方創生セミナー「わが町の挑戦」 
　～小さな離島久米島からの大きな挑戦が今始まります～】が開催されました

石破茂内閣府地方創生大臣、
島尻あい子内閣府特命担当大臣の久米島視察
石破茂内閣府地方創生大臣、
島尻あい子内閣府特命担当大臣の久米島視察



島留学生を紹介します！島留学生を紹介します！

蓮沼　佑太

　今年も久米島高校に離島留学生が入学しました。5月号で紹介した笠原淳くん（東京都出
身、園芸科）に続き、「じんぶん館」に入寮した新1年生の意気込みを紹介します。

久米島の魅力は、亜熱帯植物が豊富なところと、人が温かいと
ころだと思います。大学進学のために勉強をがんばり、また久
米島の文化を学んでいきたいです。

親元を離れ、自分でどこまでできるかにチャレンジしたくて久米島
に来ました。久米島でしか経験できないような地域の活動に参加
していきたいです。

久米島に来た理由は、田舎暮らしに興味があり、また親元を離
れて自立をしたかったからです。３年間を通して、久米島の歴
史に触れたいと思います。

放射能汚染の危険がある地元から離れたい思いがあり、また人と
違うことがしたくて久米島に来ました。久米島の環境に慣れ、人の
輪をどんどん広げていきたいです。

母が新聞で久米島高校の取り組みを知り、その後私も実際に
島に訪問して、久米高に行くことを決めました。３年間でたくさ
んの経験をして、将来やりたいことを見つけていきたいです。

（埼玉県出身、園芸科）

黒瀬　康次郎（千葉県出身、普通科）

大澤　こみち （東京都出身、普通科）

南　理絵 （栃木県出身、普通科）

亘理　桃美（東京都出身、普通科）

　沖縄戦が終結して戦後71年、戦争の犠牲になった多くの霊を弔い、沖縄戦や久米島
での住民虐殺などの歴史的教訓を正しく次世代の子ども達に伝え、命の尊さや平和の
大切さを学ぶ企画展を下記日程で開催します。
　元沖縄県知事で町山里出身の大田昌秀氏が国内外で調査・収集した沖縄戦関係写真パネルを初
めて展示するほか、当館収蔵の戦争資料、久米島高校の生徒達がまとめた壁新聞等を展示します。多
くの町民の皆様の来館をお待ちしています。

　『慰霊の日』の6月23日に、沖縄戦当時の久米島について学習する
『平和学習会』を開催します。定員に限りがございますので、参加希望
の皆さんは早めに申込みください。

　久米島町山里出身で、元沖縄県知事の大田昌秀沖縄国際平和研究所理事長がこのほど、久米島で起きた
住民虐殺について、多くの関係資料の研究成果をまとめた－久米島の「沖縄戦」を刊行しました。
　出版を記念し、下記日程にて講演会を開催します。多くの町民の皆さんが参加されますようご案内します。
また、会場にて書籍の販売を行います。

【日　時】6月18日（土）　記念講演会：午後6時～午後7時
【場　所】具志川農村環境改善センターホール
【主　催】久米島町教育委員会、【共催】久米島町
【問い合わせ】久米島博物館　☎896-7181

【期　間】6月11日（土）～26日（日）　午前9時～午後5時（ただし、入館は午後4時30分まで）
【場　所】久米島博物館特別展示室・講堂
【入館料】無料（ただし、常設展示室は有料）

休館日　毎週月曜日
特別開館 　慰霊の日の6月23日（木）

久米島の「沖縄戦」出版記念講演会
　の開催について
久米島の「沖縄戦」出版記念講演会
　の開催について

「平和展」2016開催について

久米島博物館　☎８96-７１81（月曜日休館）お問合せ

久
米
島
博
物
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

久
米
島
博
物
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

【日　時】6月23（木）　午後1時30分　久米島博物館集合・受付
【対　象】小学校高学年以上　定員30人
【参加料】無料
【内　容】午後2時～午後5時（平和展展示解説、町内戦跡巡り）
【申込先・問い合わせ】教育委員会　☎985-2287

「平和学習会」の開催について

久米島博物館6月の休館日、特別開館のお知らせ
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平成 28 年度
町県民税の納期内納付について

平成 28 年度
町県民税の納期内納付について

総務課　☎985-7127お問合せ

　平成28年度町県民税を課税し各納税義務者へ通知書等を発送し
ております。お手元に届きましたら内容をご確認下さい。
　町税は、町民の教育文化や福祉医療など町民の生活・社会福祉等
に使われる重要な自主財源です。『納期内』に最寄りの指定金融機関
で納付されますようお願い致します。
　なお、納付方法は一般の方の場合の普通徴収と、給与所得者及び
年金所得者の場合の特別徴収との２つの方法があります。

①納付書で納める方（普通徴収）
対 象 久米島町から対象となる方へ納税通知を送付します。通知書が届いた方は
お近くの指定金融機関にて下記の納期限までに納税をお願いします。
納期限 　　　　　　　　　　　　　　　※口座振替日（口座振替されている方）
１期：平成28年   ６月30日（木） 平成28年   ６月27日（月）
２期：平成28年   ８月31日（水） 平成28年   ８月25日（木）
３期：平成28年 10月31日（月） 平成28年 10月25日（火）
４期：平成29年   １月31日（火） 平成29年   １月25日（水）

②給与から天引きされる方（給与特別徴収）
対　　象：給与収入がある方
納付方法：給与支払者が毎月の給与から町県民税を天引きし、集めた従業員の町県民税を
　　　　  翌月の10日までに久米島町へ納入します。※個人での納付は不要です。

③公的年金から天引き（公的年金特別徴収）
対　　象：前年中に公的年金等の支払いを受けている65歳以上の方
納付方法：年金支払者が年金支払月に年金から町県民税を天引きし、集めた年金受給者の
　　　　  町県民税を翌月の10日までに久米島町へ納入します。※①②との併徴となる場
　　　　  合があります。

※納期限までに納めない場合は延滞金が加算されます。

　平成28年６月１日から申告相談・受付を再開しております。この申告は町県民税だけで
なく、国民健康保険税や後期高齢者医療保険料等の算定の基礎となり、申告が必要であ
るのにも関わらず申告しない（未申告）場合、役場の各種サービスを受ける際に、不利益が
生じることがあります。また、農業や漁業などの収入があった方は、当該収入を得るため
にかかった経費の領収書をご持参いただき申告することで、税額が低くなることがあり
ます。　申告なされていない方は、お早めに申告されるようお願いします。
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久米島町国民健康保険
収納対策緊急プラン

福祉課 保険・年金班 国保担当 ☎９８５－７１２4お問合せ

久米島町国民健康保険
収納対策緊急プラン

１．国保資格及び滞納状況の解消
（１）他保険者の把握に努め、早期に資格喪失届の提出を勧奨する。また、大幅な遅延者に

ついては、担当職員による調査等に基づき職権で国保資格を喪失させる。

（２）所得未申告者へ文書や臨戸、電話等により申告勧奨を行い、適正課税に努める。

（３）時効完了前に納入勧奨を行うとともに、時効が完成したら迅速に不納欠損処理を行う。

（４）失業・疾病等による納付困難な世帯について、町減免規定により積極的推進を図る。

（５）非自発的失業者の軽減措置等の減免制度を国保加入者へ周知を行う。　

（６）年２回、徴収催告書を送付し、納付の勧奨を行う。

２．徴収方法の改善等の取組について
（１）短期被保険者証の交付により、滞納者との接触の機会を図り、納付指導を行う。

（２）１年以上の長期滞納者については、資格者証の交付を検討する。

（３）新規加入者に対し、保険税の自主納付及び納期内納付の自覚を植え付けるため、

　　口座振替の勧奨を行う。

（４）広報誌や町ホームページ及び職員等の訪問徴収において、口座振替の勧奨を行う。

（５）１１月及び１２月を徴収月間と位置づけし、税務課と連携し収納強化を図る。

（６）滞納者に対し、療養費や児童手当の現金給付がある時は、窓口にて納税相談を行う。

（７）久米島町ホームページの一層の充実を図り、ホームページ等を通じて、

　　国民健康保険制度の周知を図る。

３．滞納処分実施の取組について
（１）現年度課税分徴収対策の強化

　・平成28年度に発生した滞納を発生直後から早期に財産調査を行い整理する。

（２）滞納繰越分の対策強化

　・滞納者には、財産調査を行い調査結果を検討し、滞納処分を実施する。

（３）少額滞納案件の整理強化

　・少額滞納案件を１１月、１２月の期間に集中的に整理を行う。

（４）執行停止等の強化

　・財産調査結果に基づいて、納税資力の見極めを行い、滞納処分により著しく生活を窮迫

させるおそれのある場合において、執行停止処分を行う。

浦添年金事務所　☎098-877-0343　久米島町役場福祉課　☎985-7124お問合せ

福祉課　健康づくり班　☎985-7124お問合せ

　保険料は、日本年金機構から送られる納付書により、金融機関、郵便局、コンビニで納めることができます。ま
た、納付書以外にも便利なクレジットカード納付、口座振替、ネット等を利用しての納付があります。
　未納のまま放置されると、強制徴収の手続によって督促を行い、指定された期限までに納付がない場合は、延滞
金が課されるだけでなく、納付義務のある方の財産を差押えることがありますので、早めの納付をお願いします。
　所得が少ないなど保険料の納付が困難な場合は、免除、猶予の制度がありますので、役場窓口へご相談ください。
※納付義務のある方→被保険者本人及び連帯して納付する義務を負う配偶者、世帯主になります。

久米島のすべての子どもたちが 健やかに育ちますように
　今年度の母子保健推進員のスタートは６名です。久米島のすべての子どもたちが健やかに育つことができるようお
手伝いをしています。きめ細やかなサポートができるよう活動していますが人数が足りません。また離島だからこそ
より手厚いサポートも必要です。

国民年金保険料は納期限までに納めましょう！国民年金保険料は納期限までに納めましょう！
月　額期　間

平成28年4月分～平成29年3月分 16,260円

　保険料が納め忘れの状態で、万一、障害や死亡といった不慮の事故が発生すると、障害基礎年金や遺族基礎年金
が受けられない場合があります。
　経済的な理由などで年金保険料を納付することが困難な場合は、保険料の納付が免除・猶予となる「保険料免除
制度」や「若年者（30歳未満）納付猶予制度」がありますので、役場窓口で手続きをしてください。
　平成28年度の免除等の受付は平成28年7月1日から開始され、平成28年7月分から平成29年6月分までの期間
を対象に日本年金機構が審査を行います。
　また、過去期間については、免除等の申請書を提出した日から2年1か月前までの分になります。
　失業等により年金保険料を納付することが経済的に困難になっているが、申請せずに未納の期間がある方は一度、
役場の年金担当または年金事務所へご相談ください。

国民年金保険料免除等の申請について国民年金保険料免除等の申請について

平成 28 年度 久米島町母子保健推進員募集！平成 28 年度 久米島町母子保健推進員募集！平成 28 年度 久米島町母子保健推進員募集！平成 28 年度 久米島町母子保健推進員募集！

　一人ひとりに寄り添う気持ちで子育て世
代を応援しましょう。久米島町母子保健推
　　　　進員は町から委嘱を受けて
　　　　　　活動しています。

主な
活動

・乳幼児健診および離乳食学習会のサポート、予防接種および健診未受診     
　者の勧奨、定例会および研修会への参加
・報酬：時給850円　　・定例会：1,000円　　　　　　　
・自主活動（赤ちゃんお守り製作・子育て支援『にじのひろば』など）
  （自主活動に報酬はありません）
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島内で働く看護師の育成を目指して
ふれあい看護体験

　5月12日は看護の日となっており、12日を含む週の
土曜日までが、看護週間です。看護週間の取り組みの
一環として、5月14日に「ふれあい看護体験」が公立久
米島病院で行われました。小学生11人が参加し、実際
に働く看護師さん達の指導のもと、正しい手の洗い方や、
聴診器の使用方法、血圧計測体験、車いす体験などを
受けました。看護師の仕事の説明の際には児童も熱心に、
メモを取りながら話を聞いていました。
　看護部長の津波勝代さんは「まだまだ島内では医療従
事者が少ない現状があり、是非この体験を通して看護
の道に進み、久米島で働いてほしい」と話しました。

小学校と中学校へのテント寄贈
　糸満市にある「新糸満造船株式会社」より、町内全
小・中学校へテントの寄贈がありました。
　日頃関わりのある離島地域への感謝と激励を込め
た、同社からのご厚意です。誠にありがとうござい
ます。

いろんなお話楽しいな！
久米島町こどもの読書週間

　４月23日の「子ども読書の日」にちなんだ
行事として、「久米島町こどもの読書週間」
が町内４保育園（所）を巡回・訪問し実施さ
れました。
　今年も地域の読み聞かせボランティア協
力のもと、季節の風物詩「鯉のぼり」や、「あ
りがとーまと」の絵本に登場する可愛いキャ
ラクター「トマトマーン」を用いた実演、絵
本の読み聞かせを披露し、子ども達を楽し
ませました。

久米島のホタル観察会が開催されました
　県の天然記念物にも指定されている「クメジマボ
タル」の観察会が、４月 20 日、21 日の２日間開催
されました。
今年は、「クメジマボタル」の主食であるカワニナが
赤土流失等により減少し、乱舞するホタルも昨年よ
り減りましたが、ピカピカ輝くホタルの光に参加者
は、感嘆の様子でした。
　また、観察会冒頭では「平成28年度久米島ホタレ
ンジャー」の認定式も行われました。

交通ルールを学ぼう
町内新入児童対象交通安全教室

　4月12日から14日までの3日間、町内の新入児
童（幼稚園生、小学校 1 年生）を対象に交通安全指
導教室が実施されました。
　新入児童が登下校時や遊んでいるときに事故に
遭わないよう、各小学校近くの信号機を使って横
断歩道の渡り方、道路を歩くときに気をつけるこ
となどを久米島交番の警察官のみなさんが指導を
行ってくれました。

新たな本に出会おう！
沖縄県立移動図書館ＩＮ久米島

　沖縄県立図書館の書籍貸出による「沖縄県立移動
図書館ＩＮ久米島」が、４月23日から２日間開催さ
れました。
　今回も紙芝居や絵本の他、児童・生徒向け、小説、
趣味（料理、子育て等）本が総数1,300冊、ずらりと
揃い、多くの町民の方が来場されました。約1,100
冊の本が貸し出され、町民の読書に対するニーズの
高まりが感じられました。

人材育成事業へ寄附金
　5月11日、株式会社ひらた産業（平田 青太郎代表取締役
社長）が久米島町教育委員会を訪れ、人材育成事業（※）へ
の寄附金100万円の贈呈が行われました。
　平田 青太郎　代表取締役社長は、「これまで子どもたち
へ役立てることがないか考えていたが、今回の寄附を通じ
て子どもたちの人材育成に活用してください」と話しました。
吉野 剛教育長は、「いただいた寄附金は、子どもたちの人
材育成のために有効活用させていただきます。ありがとう
ございました」とお礼を述べました。

（※）人材育成事業とは、奨学金の給付や貸与のほか、児童生徒の文化やスポーツでの県内外への派遣など町の人材
育成に取り組む事業です。

日頃の感謝の気持ちを込めて
母の日プレゼント作り教室

　大好きなお母さんへの贈り物にと、５月７日に「母
の日プレゼント作り教室」が開催されました。
　日頃、愛情たっぷりお世話をしてくれるお母さん
へ感謝の気持ちを込め手作りに励んだのは、島の草
木染めを用いた「バンダナ・ストール」で、久米島紬
事業協同組合の皆さんの指導を受けながら、参加し
た子ども達は一生懸命、プレゼント作りに頑張って
いました。
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よ
り

　

A
S
D
の
２
つ
目
の
特
徴
に
「
こ
だ

わ
り
行
動
」
が
あ
り
ま
す
。
具
体
的
に
は

「
物
事
の
手
順
や
物
の
配
置
に
強
い
こ
だ

わ
り
を
持
つ
」「
融
通
が
き
か
な
い
」「
偏

っ
た
興
味
」「
急
な
予
定
変
更
で
パ
ニ
ッ

ク
に
な
る
」
な
ど
で
す
。
端
か
ら
見
て
い

る
と
、「
な
ん
で
そ
ん
な
こ
と
に
こ
だ
わ

る
の
」
と
か
「
変
な
く
せ
は
止
め
さ
せ
よ

う
」
な
ど
と
思
わ
れ
て
し
ま
っ
た
り
し
ま

す
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
行
動
に
は
全
て

理
由
が
あ
る
の
で
す
。

　

A
S
D
の
人
た
ち
は
想
像
力
の
障
害

が
あ
り
「
目
に
見
え
な
い
物
事
を
理
解
す

る
こ
と
が
非
常
に
苦
手
」
で
す
。
私
た
ち

は
普
段
、
い
ろ
い
ろ
な
知
識
や
こ
れ
ま

で
の
経
験
を
思
い
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
、

目
に
見
え
な
い
物
事
を
理
解
し
て
い
ま
す

が
、
A
S
D
の
人
は
そ
れ
が
苦
手
な
た

め
「
初
め
て
の
こ
と
」
や
「
変
化
す
る
こ

と
」
が
不
安
で
、
い
つ
も
同
じ
で
あ
る
こ

と
に
安
心
し
ま
す
。

　

ま
た
目
に
見
え
な
い
「
時
間
」
や
「
空

間
」
の
理
解
が
非
常
に
困
難
で
す
。
楽
し

い
事
に
没
頭
し
て
食
事
の
時
間
に
な
っ
て

も
止
め
ら
れ
な
か
っ
た
り
、「
休
み
時
間
」

と
「
授
業
中
」の
区
別
が
理
解
で
き
ず
、

さ
っ
き
ま
で
遊
ん
で
い
た
「
教
室
」
で
な

ん
で
じ
っ
と
座
っ
て
い
な
け
れ
ば
い
け
な

い
の
か
、と
困
っ
て
し
ま
っ
た
り
し
ま
す
。

　

対
策
と
し
て
１
日
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を

書
い
て
確
認
す
る
、
着
替
え
の
手
順
な
ど

を
絵
に
書
い
て
壁
に
は
る
、
部
屋
の
中
の

空
間
を
テ
ー
プ
な
ど
で
区
切
っ
て
「
遊
ぶ

場
所
（
お
も
ち
ゃ
の
絵
）」「
本
を
読
む
場

所
（
本
の
絵
）」
と
記
す
、
な
ど
見
て
わ

か
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
A
S
D
の
子

ど
も
達
は
格
段
に
生
活
し
や
す
く
な
り
ま

す
。

　

私
た
ち
に
と
っ
て
は
「
こ
だ
わ
り
」
と

見
え
る
行
動
も
、
実
は
A
S
D
の
人
た

ち
が
、「
目
に
見
え
る
も
の
」
を
手
が
か

り
に
生
き
て
い
こ
う
と
し
て
い
る
結
果
な

の
で
す
。
そ
の
事
を
理
解
す
る
こ
と
、
生

活
し
や
す
い
よ
う
に
具
体
的
な
手
だ
て
を

行
う
こ
と
が
と
て
も
重
要
で
す
。

〈
久
米
島
町
の
発
達
障
が
い
相
談
窓
口
〉

・
親
子
支
援
事
業
：
役
場
福
祉
課
（
担

当 

新
垣
）　

☎
９
８
５

−

７
１
２
４

・
小
児
科
外
来
：
公
立
久
米
島
病
院　

小
児
科

（
担
当 

渡
邊
）　

火
曜
・
金
曜
の
午
後

自
閉
症
児
の『
こ
だ
わ
り
』
に
は
理
由
が
あ
る

　
　
　
　
〜
発
達
障
が
い
を
知
ろ
う
シ
リ
ー
ズ
⑨
〜

小
児
科
医
　
渡
邉
　
幸

　

今
回
は
高
齢
者
の
低
栄
養
に
つ
い
て
お
話
し
し

ま
し
ょ
う
。
低
栄
養
は
体
重
が
徐
々
に
減
っ
て
き

て
い
る
こ
と
を
重
視
し
ま
す
。
一
ヶ
月
で
前
の
体

重
の
５
％
体
重
が
減
っ
て
き
て
い
る
の
が
指
標
に

な
り
ま
す
。
三
ヶ
月
だ
と
7.5
％
、
六
ヶ
月
だ
と
10

％
の
体
重
減
少
で
す
。
50
㎏
の
体
重
の
人
が
一
ヶ

月
で

47.5
㎏
ま
で
減
る
と
低
栄
養
の
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。
原
因
と
し
て
様
々
な
要
因
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。
原
因
と
し
て
は
悪
性
腫
瘍
、
臓
器
不
全
、
入

れ
歯
の
不
調
、
歯
周
病
、
味
覚
異
常
な
ど
も
原
因

と
な
り
ま
す
。
嚥
下
障
害
、
慢
性
炎
症
、
疼
痛
な

ど
も
上
げ
ら
れ
ま
す
。
そ
の
他
の
要
因
と
し
て
は

加
齢
、
多
剤
服
用
に
よ
る
薬
物
副
作
用
、
一
人
暮

ら
し
、
介
護
力
不
足
、
認
知
症
や
う
つ
病
も
要
因

と
な
る
の
で
す
。
こ
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
原
因

を
治
療
、
除
去
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
特

に
高
齢
者
で
は
著
し
い
低
栄
養
に
陥
っ
て
し
ま
う

と
回
復
が
難
し
い
で
す
か
ら
、
早
め
に
低
栄
養
を

発
見
し
、
対
処
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
定

期
的
な
体
重
測
定
と
次
に
挙
げ
る
簡
易
栄
養
状
態

評
価
表
な
ど
で
定
期
的
に
チ
ェ
ッ
ク
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
簡
易
栄
養
状
態
評
価
表
は
次
の
６
項

目
の
質
問
だ
け
で
す
の
で
簡
単
に
行
え
ま
す
。
①

過
去
三
ヶ
月
に
、食
欲
不
振
、消
化
器
系
の
問
題 

、

そ
し
ゃ
く
、
嚥
下
困
難
な
ど
で
食
事
量
が
減
少
し

ま
し
た
か
②
過
去
三
ヶ
月
で
体
重
の
減
少
が
あ
り

ま
し
た
か
③
自
力
で
歩
く
こ
と
が
で
き
ま
す
か
④

過
去
三
ヶ
月
で
精
神
的
ス
ト
レ
ス
や
急
性
疾
患
を

経
験
し
ま
し
た
か
⑤
神
経
・
精
神
的
問
題
が
あ
り

ま
す
か
⑥
B
M
I
（body m

ass index

）
体
重

（
Kg
）

÷

身
長
２（
ｍ
）
こ
の
六
項
目
の
答
え
に
そ

れ
ぞ
れ
点
数
が
つ
い
て
い
て
合
計
で
評
価
し
ま
す
。

点
数
が
７
ポ
イ
ン
ト
以
下
だ
と
低
栄
養
と
判
定
さ

れ
ま
す
。
詳
し
く
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
M
N
A

で
検
索
す
る
と
出
て
き
ま
す
。

　

さ
て
前
回
出
さ
れ
た
ク
イ
ズ
は
「
高
齢
期
の
た

ん
ぱ
く
質
の
摂
取
量
は
？
」
①
50
～
60
ｇ
、
②
70

～
80
ｇ
、
③
90
～
100
ｇ
で
し
た
。
答
え
は
①
50
～

60
ｇ
。
転
倒
予
防
の
一
つ
に
、
筋
肉
を
強
化
し
ま

し
ょ
う
。
筋
肉
の
材
料
と
な
る
た
ん
ぱ
く
質
（
肉
・

魚
・
卵
・
大
豆
製
品
）
を
毎
食
と
り
ま
し
ょ
う
。

で
は
次
の
ク
イ
ズ
で
す
。「
筋
肉
は
何
歳
頃
か
ら
衰

え
始
め
る
？
」
①
20
歳
、
②
30
歳
、
③
40
歳　

答
え
は
来
月
号
で
お
伝
え
し
ま
す
ね
。

〈
公
立
久
米
島
病
院
〉
か
ら
の
お
知
ら
せ

※
整
形
外
科
の
診
療
日
が
５
／
31
の
週
か
ら
次
の

と
お
り
変
更
と
な
り
ま
す
。

「
変
更
前
」
火
曜
日
の
午
後
か
ら
土
曜
日
の
午
前
中

に
診
療

「
変
更
後
」
火
曜
日
の
午
前
中
か
ら
金
曜
日
の
午
後

ま
で
診
療

※
６
／
１
よ
り
小
児
科 

渡
邉 

幸
医
師
が
復
職
し
、

そ
れ
に
伴
い
小
西 

恭
子
医
師
は
、
内
科
担
当
に
変

更
と
な
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
公
立
久
米
島
病
院
受
付
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
願
い
ま
す
。
☎
９
８
５

−

５
５
５
５

高
齢
者
の
健
康
シ
リ
ー
ズ
⑦
　
　
　
―
低
栄
養
　
―

病
院
長
　
深
谷
　
幸
雄
・
管
理
栄
養
士
　
荷
川
取
　
早
織
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番
号

階　

級

氏　
　

名

職　
　

業

字　

名

1

団　

長

平　

良　

朝　

英
役　

場

（
税
務
課
）

字 

比
嘉

2

副
団
長

平　

良　

朝　

春
役
場

（
議
会
事
務
局
）

字 

比
嘉

3

分
団
長

山　

里　

昌　

樹
役　

場

（
福
祉
課
）

字 

仲
地

4

分
団
長

濱　

元　

尚　

哉
役　

場

（
企
画
財
政
課
）

字 

仲
泊

5
副
分
団
長

与　

座　

友　

幸
役　

場

（
福
祉
課
）

字 

イ
ー
フ

6
副
分
団
長

宮　

里　

忠　

志　
役　

場

（
商
工
観
光
課
）

字 

仲
泊

7

部　

長

宮　

平　

成　

雄
Ｊ
Ｔ
Ａ（
株
）

字 

大
田

8

部　

長

當　

間　

直　

也
役　

場

（
教
育
委
員
会
）

字 

仲
泊

9

班　

長

山　

里　

昌　

二
役　

場

（
産
業
振
興
課
）

字 

仲
地

10

班　

長

中　

島　

徹　

也
久
米
島
博
物
館

字 

西
銘

11

団　

員

當　

間　

和　

明
役　

場

（
建
設
課
）

字 

比
嘉

12

〃

宇
久
里　

隼　

人
役　

場

（
産
業
振
興
課
）

字 

儀
間

13

〃

真
境
名　

ま
も
る
役
場

（
上
下
水
道
課
）

字 

上
江
洲

14

〃

浜　

元　

敏　

明
役　

場

（
教
育
委
員
会
）

字 

真
謝

15

〃

糸　

数　

直　

人
株
式
会
社　

久
米
島
製
糖

字 

比
嘉

16

〃

宮　

里　

直　

人
具
志
川
石
油
商
会

字 

宇
江
城

17

〃

赤　

嶺　

永　

樹
役　

場

（
環
境
保
全
課
）

字 

比
嘉

18

〃

吉　

永　

安　

史
役　

場

（
企
画
財
政
課
）

字 

比
嘉

19

〃

与　

座　
　
　

勉
Ｊ
Ａ
お
き
な
わ　

久
米
島
支
店

字 

比
嘉

20

〃

国　

吉　

慎　

司
Ｊ
Ｔ
Ａ（
株
）

字 

仲
泊

番
号

階　

級

氏　
　

名

職　
　

業

字　

名

21

〃

宮　

里　
　
　

誠
役　

場

（
上
下
水
道
課
）

字 

島
尻

22

〃

幸　

地　

伸　

也
役　

場

（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
室
）
字 

比
嘉

23

〃

津　

波　
　
　

瞬
役　

場

（
企
画
財
政
課
）

字 

仲
泊

24

〃

宮　

里　

祐　

二
役　

場

（
環
境
保
全
課
）

字 

真
我
里

25

〃

比　

嘉　

誠　

人
役　

場

（
福
祉
課
）

字 

真
我
里

26

〃

平　

良　
　
　

一
農　

業

字 

比
嘉

27

〃

宮　

里　
　
　

学
役　

場

（
企
画
財
政
課
）

字 

兼
城

28

〃

幸　

地　

和　

史
役　

場

（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
室
）
字 

仲
村
渠

29

〃

長　

濱　

光　

秀
役　

場

（
福
祉
課
）

字 

比
嘉

30

〃

宇　

根　

哲　

也
有
限
会
社　

生
活
ｉ
ｎ
ｇ

字 

イ
ー
フ

31

〃

棚　

原　

翔　

太
株
式
会
社　

久
米
島
製
糖

字 

イ
ー
フ

32

〃

前　

原　

朝　

考
役　

場

（
教
育
委
員
会
）

字 

謝
名
堂

33

〃

亀　

島　

竜　

星
農　

業

字 

島
尻

34

〃

中　

原　

大
二
郎
役　

場

（
税
務
課
）

字 

真
我
里

35

〃

宇
江
城　

久　

人
Ｆ
Ｍ
く
め
じ
ま

字 

比
嘉

36

〃

嘉
手
苅　

裕　

太
株
式
会
社

久
米
島
製
糖

字 

儀
間

37

〃

江　

洲　

誠
一
郎
役　

場

（
建
設
課
）

字 

比
嘉

38

〃

山　

里　

直　

哉
役　

場

（
産
業
振
興
課
）

字 

比
嘉

39

〃

与
那
嶺　
　
　

光
役　

場

（
建
設
課
）

字 

上
江
洲

40

〃

宇
江
城　
　
　

楓
役　

場

（
産
業
振
興
課
）

字 

謝
名
堂

　平成 23 年３月 11 日、東日本を襲った東日本大震災。平成 28 年４月 16 日、熊本地方を中心に発生した
熊本地震。この震災により、多くの命と貴重な財産が奪われました。
　突然、大きな地震に襲われたとき、あなたは適切な行動ができますか？
地震は、いつ発生するかわかりません。いま一人ひとりに出来ることを改めて考え、家族で話し合い日頃か
ら地震に備え、準備をしておきましょう。

久米島消防
☎985-3281消防だより消防だより消防だより消防だより

※火災の早期発見と『逃げ遅れ』を防ぐために
　住宅用火災警報器を設置しましょう。
○消防法及び市町村条例（平成23年６月施行）により、
　すべての住宅に火災警報器が義務づけられました。

地震に対する備え地震に対する備え

4月出動状況（　）は、平成28年累計

合　計　  29件（150件）

●救　急 …21 件（139 件）●風水害 … 0 件 （  0 件）
●火　災 … 1 件 （  1 件）●捜　索 … 3 件 （  3 件）
●救　助 … 1 件 （  2 件）●その他 … 3 件 （  5 件）

地震に対する１０の備え地震に対する１０の備え

１０のポイント！！１０のポイント！！

1．家具類の転倒・落下防止

地震時の行動

2．けがの防止対策

3．家具や塀の強度を確認しておく

4．消火の備え

5．火災発生の早期発見と防止対策

6．非常用品を備える

7．家族で話し合っておく

●家具やテレビ、パソコンなどを固定し転倒や落下防止措
置をする。

●怪我の防止や避難に支障のないように家具を配置してお
く。

●家具の耐震診断を受け、必要な補強をしておく。
●ブロックやコンクリートなどの塀は、倒れないように補

強しておく。

●火災の早期発見のために、住宅用火災警報器を設置する。
●普段使用しない電気器具は、差込みプラグをコンセント

から抜いておく。
●電気やガスに起因する火災発生防止のため感震ブレー

カー、感震コンセントなどの防災機器を設置しておく。

●地震が発生した時の出火防止や初期消火など、家族の役
割分担を決めておく。

●家族が離れ離れになった場合の安否確認の方法や集合場
所などを決めておく。

●家族で避難場所や避難経路を確認しておく。
●普段の付き合いを大切にするなど、隣近所との協力体制

を話し合っていく。

●非常用品は、置く場所を決めて準備しておく。
●車載ジャッキやカーラジオなど、身の回りにあるものの

活用を考えておく。

8．地域の危険性を把握する
●地域の防災マップに加えて、我家の防災マップを作って

おく。
●自分の住む地域の地域危険度を確認しておく

9．防災知識を身に付ける
●新聞、テレビ、ラジオやインターネットなどから、防災

に関する情報を収集し、知識を身につけておく。
●消防署などが実施する講習会や座談会に参加し、過去の

地震の教訓を学んでおく。

10．防災行動力を高める
●日頃から防災訓練に参加し、身体防護、出火防止、初期

消火、救出、応急救護、通報連絡、避難要領などを身に
つけておく。

●火災の発生に備えて消火器の準備や消火水（水バケツ等）
の準備をしておく。

●避難に備えてスリッパやスニーカーなどを準備しておく。
●停電に備えて懐中電灯をすぐに使える場所に置いておく。
●食器棚や窓ガラスなどには、ガラスの飛散防止措置をし

ておく。

１．地震だ！　まず身の安全
地震後の行動

 ６．火災や津波　確かな避難
 ７．正しい情報　確かな行動
 ８．確かめ合おう　我家の安全　隣の安否
 ９．協力しあって救出・救護
10．避難の前に安全確認　電気・ガス

地震直後の行動
２．落ち着いて　火の元確認　初期消火
３．あわてた行動　怪我のもと
４．窓や戸を開け　出口を確保
５．門や塀には近寄らない

定
期
便
り

　
４
月
３
０
日
、
久
米
島
空
港
２
階
に
久
米
島
町
で
初
の
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
風
人
カ

フ
ェ
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
お
店
は
一
般
的
な
カ
フ
ェ
と
し
て
、
コ
ー
ヒ
ー
や
ス
ム
ー
ジ
ー
や
シ

フ
ォ
ン
ケ
ー
キ
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
ま
た
電
源
やw

ifi

環
境
も
整
っ
て
い
る
の
でPC

作
業
も
可

能
な
他
、
貸
切
で
の
会
議
や
小
セ
ミ
ナ
ー
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
利
用
に
も
対
応
し
て
い
ま
す
。

　
内
装
全
体
は
島
内
工
務
店
で
あ
る
宮
里
住
設
さ
ん
に
よ
る
施
工
で
、
カ
フ
ェ
店
内
は
他
に
も
多
く

の
久
米
島
の
業
者
や
生
産
者
の
協
力
の
も
と
つ
く
ら
れ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
メ
イ
ド
イ
ン
久
米
島
の
カ

フ
ェ
に
お
越
し
く
だ
さ
い
！

第８号

お問合せ プロジェクト推進室 ☎985-7141

△ワーキングスペース（奥の部屋）：カフェとしての利用の他、PC 作業も可能です。
椅子とテーブルは、五え松工房の宮良耕史郎さん製作です。椅子とテーブルのフレームの仕様は
くすの木の無垢材でテーブル天板はラワン合板です。オイルステイン着色、ウレタンポリマー
の上、蜜蝋 WAX で仕上げています。また植物は北原農園さんの協力でフク木の鉢を置いています。

△カフェスペース（手前の部屋）：
椅子とテーブルの木部分は、ねは家具木工さんによる材料
を切出しの上五え松工房の宮良耕史郎さんの製作で、杉板
集成材をウレタンポリマーの上、蜜蝋 WAX で仕上げてい
ます。椅子のスチールの脚は松本鉄工さんの製作で、12Φ
のスチールロッドの曲げ加工です。またハイスツールと
ハイカウンターも同上の製作者によるものです。

 ▷コーヒーとケーキのセット：
コーヒーは久米島の焙煎士、牧野秀樹さんのマキノコー
ヒーです。手作りシフォンケーキは島内在住の矢崎道子
さんがつくっています。コーヒーのお茶請けには嘉手苅
のスエーデン料理店、スモーカカのアンナさんの
クッキーかみそクッキーが日替わりでつきます。

△メディアスペース（店舗中央部）：
島内の方がゆったりできるよう雑誌を定
期購読しています。今後ここでは、島内
企業や生産者の紹介をしていきます。

今 月 の 担 当

渡 辺  信 介
久米クリエーション

久
米
島
空
港
２
階
の
カ
フ
ェ
「
風
人
（
か
ぜ
び
と
）」
を
紹
介
し
ま
す
。

久米島町消防団員　紹介
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■
熊
本
地
震
チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト

＠
久
米
島

　
　

熊
本
地
震
の
復
興
支
援
を
目
的
と
し
た

チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。

　
　

今
、
私
達
に
で
き
る
こ
と
を
何
か
し
た

い
と
い
う
思
い
を
持
ち
、
沖
縄
民
謡
、
空

手
、琉
球
舞
踊
、ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
、お
笑
い
、

ロ
ッ
ク
バ
ン
ド
、
ア
フ
リ
カ
ン
な
ど
、
様
々

な
分 

野
の
出
演
者
が
舞
台
に
立
ち
ま
す
。

※
チ
ケ
ッ
ト
の
売
り
上
げ
か
ら
諸
経
費
を
引

い
た
す
べ
て
の
金
額
は
久
米
島
町
役
場
を

通
じ
て
被
災
地
に
寄
付
さ
れ
ま
す
。

日
時　
平
成
28
年
６
月
26
日（
日
） 

午
後
６

時（
開
場
）　

午
後
６
時
30
分（
開
演
）　

午

後
９
時（
終
了
）

場
所　
イ
ー
フ
情
報
プ
ラ
ザ

チ
ケ
ッ
ト　
販
売
金
額
１
５
０
０
円（
学
生

以
下　

入
場
無
料
）

お
問
合
せ　

　

チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト
実
行
委
員
事
務
局　

☎
０
８
０

−

２
３
９
１

−

９
２
７
４

■
ご
芳
志
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

久
米
島
町
育
英
会
へ

平
田　

留
美
子　

様（
字
真
謝
）

　

故　

平
田 

勉 

様　

香
典
返
し
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

10
万
円

大
城　

周
英　

様（
字
真
我
里
）

 　

故　

大
城 

ヨ
シ 

様　

香
典
返
し
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

10
万
円

■
ふ
る
さ
と
納
税
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す

　
　

ふ
る
さ
と
納
税
と
し
て
の
ご
寄
附
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
輝
き
続
け
る

「
ふ
る
さ
と
久
米
島
」の
た
め
に
、
大
切
に

ご
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

松
川　

美
佐
子　

様（
西
原
町
）　

3
万
円

能
島　

宏
明　
　

様（
大
阪
府
）

木
村　

祐
介　
　

様（
埼
玉
県
）

米
山　

敦
志　
　

様（
奈
良
県
）

■
法
律
相
談

内
容　
財
産
、
相
続
、
扶
養
、
人
権
、
金
銭
、

貸
借
、
契
約
な
ど
の
法
律
問
題

日
時　
6
月
８
日（
水
）

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

場
所　
久
米
島
司
法
書
士
事
務
所

※
相
談
は
無
料
、
秘
密
厳
守
で
す
。

今
月
か
ら
第
２
水
曜
日
に
開
催
し
ま
す
。

お
問
合
せ

　

町
民
課　

☎
９
８
５

−

７
１
２
３

　

久
米
島
司
法
書
士
事
務
所

　

☎
９
８
５

−

８
３
０
８

■
出
張
年
金
相
談
会

　
　

日
本
年
金
機
構 

浦
添
年
金
事
務
所
が

出
張
年
金
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

相
談
内
容　

　

年
金
相
談
関
係（
年
金
請
求
、
年
金
受
給

額
見
込
額
等
）、

　

国
民
年
金
保
険
料
関
係（
保
険
料
免
除
等
）

年
金
加
入
記
録
関
係
な
ど
に
つ
い
て
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

日
時　

　

平
成
28
年
７
月
７
日（
木
）13
時
～
17
時

　

平
成
28
年
７
月
８
日（
金
）9
時
～
13
時

場
所　

　

久
米
島
町
役
場　

仲
里
庁
舎
２
階
会
議
室

　

要
予
約
!!（
下
記
の
番
号
ま
で
お
電
話
く

だ
さ
い
）

　

☎
８
７
７

−

０
３
４
３　

　

浦
添
年
金
事
務
所　

お
客
様
相
談
室

ご
注
意　

　

＊
相
談
に
は
認
印
・
年
金
手
帳
・
年
金
証

書
・
ね
ん
き
ん
定
期
便
等
の
基
礎
年
金
番

号
の
わ
か
る
も
の
も
し
く
は
身
分
証
明
書

を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　

＊
ま
た
、
代
理
で
相
談
を
さ
れ
る
場
合
は

委
任
状
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

　
（
代
理
人
の
方
も
身
分
証
明
書
を
お
持
ち

く
だ
さ
い
。）

　

＊
50
歳
以
上
の
方
は
、
年
金
見
込
額
の
計

算
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

お
問
合
せ　

　

日
本
年
金
機
構　

浦
添
年
金
事
務
所

　

 
☎
０
９
８

−

８
７
７

−

０
３
４
３

　

福
祉
課 　

☎
９
８
５

−

７
１
２
４

■
久
米
島
町
議
会
6
月
定
例
会

日
時　
6
月
27
日（
月
）・
28
日（
火
）

　

午
前
10
時
～

傍
聴
受
付
に
つ
い
て

受
付
日
時　
当
日
9
時
ま
で

受
付
方
法　
住
所
、
名
前
を
記
入
す
る
の
み

お
問
合
せ

　

議
会
事
務
局　

　

☎
９
８
５

−

７
１
２
８

■
海
洋
深
層
水
イ
ベ
ン
ト

　

Sea W
ater D

reem
 

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

を
開
催

内
容　
深
層
水
関
連
商
品
の
即
売
、
福
引
抽

選
会
、
施
設
見
学
、
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト

日
時　
6
月
12
日（
日
）　

　

午
前
10
時
～
午
後
3
時
ま
で

場
所　
ポ
イ
ン
ト
ピ
ュ
ー
ル
駐
車
場

お
問
合
せ　

　

商
工
観
光
課　

　

☎
８
５
１

−

９
１
６
２

■
平
成
28
年
町
成
人
式
記
念
品（
ア

ル
バ
ム
）の
受
け
取
り
に
つ
い
て

　
　

平
成
28
年
成
人
式
の
記
念
品（
ア
ル
バ

ム
）の
受
け
取
り
を
町
総
務
課
で
行
っ
て

い
ま
す
。

　
　

受
け
取
り
が
、
ま
だ
の
方
は
お
早
め
に

お
受
け
取
り
下
さ
い
。

※
事
前
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
り
郵
送（
着
払
い
）

を
希
望
さ
れ
た
方
は
既
に
送
付
済
み
で
す
。

■
沖
縄
県
マ
ス
タ
ー
ズ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

久
米
島
大
会

　
　

第
85
回
沖
縄
県
マ
ス
タ
ー
ズ
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
久
米
島
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

日
時　
平
成
28
年
６
月
11
日（
土
）12
日（
日
）

場
所　
久
米
島
西
中
学
校
体
育
館
、
清
水
小

学
校
体
育
館
、
大
岳
小
学
校
体
育
館
、
球

美
中
学
校
体
育
館

詳
細　
島
外
チ
ー
ム
15
チ
ー
ム
、 

島
内
チ
ー

ム
１
チ
ー
ム
が
出
場
予
定
と
な
っ
て
い
ま

す
。

■
真
謝
角
力
大
会

日
時　
6
月
19
日（
日
）　

午
後
2
時
～

場
所　
字
真
謝
天
后
宮

■
久
米
島
町
慰
霊
祭

　
　

6
月
23
日
の
慰
霊
の
日
に
久
米
島
町
で

は
久
米
島
町
慰
霊
祭
を
行
い
ま
す
。

　
　

多
く
の
島
民
の
皆
様
が
御
参
列
く
だ
さ

る
よ
う
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

日
時　
6
月
23
日（
木
）　

午
前
10
時
～

場
所　
大
岳
小
近
く
上
田
森
公
園
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６/１  〜 ７/10  の主な日程
1 水 区長会（仲里）

2 木
集団健診 / 事業健診（〜 5 日）
集団予防接種（Hib・小児肺炎球菌・四種
混合・ポリオ・水痘・MR）

5 日
沖縄県議会議員一般選挙
危険物安全週間（〜 11 日）

8 水
ハーリー（鳥島・儀間・真泊）
法律無料相談（久米島司法書士事務所）
9：00 〜 17：00

9 木 人権相談 10：00 〜 16：00
11 土 沖縄マスターズバレーボール大会

12 日
久米島海洋深層水の日（イベント開催）
沖縄マスターズバレーボール大会

16 木 集団予防接種（Hib・小児肺炎球菌・四種
混合・ポリオ・水痘・MR）

18 土 父の日プレゼントづくり教室
19 日 真謝角力大会

23 木
慰霊の日
久米島町慰霊祭（上田森公園）10：00 〜
平和学習会

25 土 第 20 回パークゴルフ月例大会

26 日 熊本地震チャリティコンサート＠久米島 
18：00 〜

27 月 6 月定例議会 10：00 〜
28 火 6 月定例議会 10：00 〜

30 水
第 51 回なかさと交流（〜 7/3）
集団予防接種（MR（２期））

7月
1 金 区長会（具改セ）

7 木
集団予防接種（Hib・小児肺炎球菌・四種
混合・ポリオ・水痘・MR）
出張年金相談会 13：00 〜 17：00

8 金
小体連水泳大会
出張年金相談会 9：00 〜 13：00

10 日
運動会（球美中）
運動会（久米島西中）

平成 28年熊本地震災害義援金について平成 28年熊本地震災害義援金について
　平成 28年４月 14日に発災した熊本県地震災害への義援金募集等についてお知らせします。
　募金・義援金は、仲里庁舎・福祉課　具志川庁舎・総合窓口で受付けします。
　受付した募金・義援金については、まとめて日本赤十字社へ振り込みます。
募金箱は、
福祉課・総合窓口に
設置します。 ●受付期間：６月30日（木）まで●受付期間：６月30日（木）まで
※現在、本町では支援物資の受付については検討中です。支援物資については直接、日本赤十字社へお問合せください。

募金・義援金に関するお問合せ　　　　　　　福祉課　　　　　☎985－7124
募金・義援金・支援物資に関するお問合せ　　日本赤十字社　　☎098－835－1180
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　同日に、具志川農村環境改善センターにおいて「久米島町人口
ビジョン」及び「久米島町まち・ひと・しごと創生総合戦略」の策
定を受けて、地方創生の機運の醸成を図ることを目的に地方創生
セミナー「わが町の挑戦」が開催されました。
　第1部は石破茂内閣府地方創生大臣の基調講演があり、視察の
感想を交えながら日本全体の人口ビジョンや地方が抱える課題、
解決事例についてわかりやすく講話いただきました。特に久米島
町における地方創生の主要事業の一つ「久米島モデル」に取り組む
企業の皆さんの話を島尻大臣とともに見聞して、日本国のため、
沖縄県のため、そして次の時代のためにも久米島の取り組みにつ
いては国として最大限の支援をしますと述べられました。

　また、第2部では町企画財政課の担当者から久米島町の抱える課題及び
解決に向けた取り組みを「久米島町まち・ひと・しごと創生総合戦略」とし
て説明を行いました。つづいて、地方創生の取り組みの１つである「久米島
モデル」の中から久米島全体の電力を海洋エネルギーで賄えるか、その可能
性について、佐賀大学の池上康之教授による「海洋エネルギーが切り拓く島
の未来」と題した講話がありました。
　セミナーには地方創生に関心のある多くの町民の皆様にご参加いただき
ました。

　５月１日、石破茂内閣府地方創生大臣と島尻あい子内閣府特命担当大臣が久米島を訪れました。
　沖縄県海洋深層水研究所では海洋深層水施設の現況及び「エネルギー・水・食糧」の自給率向上により持続した
社会の構築を目指す「久米島モデル」の説明を受け、その後に隣接する海洋温度差発電実証設備(OTEC)を視察し
ました。その日の両大臣の視察によりOTEC見学者は約3年間で5000人の大台に達しました。(写真：来場者
5000人達成記念パネルを持つ両大臣)
　また、両大臣は研究所周辺の企業（㈱ポイントピュールの化粧品製造現場、久米島海洋深層水開発株式会社の
海ぶどう養殖施設、㈱ジーオー・ファームの牡蠣陸上養殖研究施設）を精力的に視察しました。

2016（平成28年）6月号　発行／久米島町役場　編集／久米島町役場総務課　TEL.098-985-7121　FAX.098-985-7080
久米島町役場ホームページ http://www.town.kumejima.okinawa.jp FMラジオ／ラジオ広報ハイサイくめじま　平日午前10時～11時・午後5時～6時［再放送］

島留学生の紹介
2016久米島マラソン申込開始
石破茂内閣府地方創生大臣、島尻あい子内閣府特命担当大臣の久米島視察
まち・ひと・しごと 地方創生セミナー「わが町の挑戦」

TOPICSTOPICS

平成28年4月末現在平成28年4月末現在

人 口 の 推 移

男 4,310人（+13）4,310人（+13）

女 3,851人（+27） 3,851人（+27） 

計 8,161人（+40）8,161人（+40）

3,996世帯3,996世帯

（　）の数字は、前月との比較数（　）の数字は、前月との比較数
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久米島町消防フェア

　　　　　　　放水体験！！

久米島町消防フェア

　　　　　　　放水体験！！

【まち・ひと・しごと　地方創生セミナー「わが町の挑戦」 
　～小さな離島久米島からの大きな挑戦が今始まります～】が開催されました

【まち・ひと・しごと　地方創生セミナー「わが町の挑戦」 
　～小さな離島久米島からの大きな挑戦が今始まります～】が開催されました

石破茂内閣府地方創生大臣、
島尻あい子内閣府特命担当大臣の久米島視察
石破茂内閣府地方創生大臣、
島尻あい子内閣府特命担当大臣の久米島視察


